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2012年12月11日
産業横断 職務発明制度フォーラム

電機業界における研究開発/事業化の実態と職務発明の課題

 研究開発／事業化
・ インフラ事業－鉄道
・ 白物家電－洗濯機

 特許ライセンス

 課題

(株)日立製作所
知的財産権本部 本部長 鈴木 崇
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研究開発と製品化（インフラの例：鉄道）

メーカ

列車制御：情報処理、
通信、画面表示等

部品：半導体、モー
タ、インバータ等

材料：金属、化学等

デ
ザ
イ
ン

計
測
、
解
析
、
シ
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ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
等

車体：空力、溶接等

保守・運行管理：セ
ンサ、情報処理等

調達

生
産
技
術
、
品
質
保
証
等

顧客（鉄道会社）

基本仕様

設計

発明が生まれやすい

発明は生まれにくい

仕様を満足する
よう、多様な要素
技術を組合せ

多様な技術の蓄積・応用に加え、設備投資があって初めて製品・事業化。
発明は夫々の要素技術にはあるが、製品・事業全体に及ぶほどのものは稀。
⇒発明者の貢献は事業成功の一部

製造

大型製品であり、
相応の設備投資
等を伴う
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（潜在）顧客
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研究開発と製品化（民生機器の例：洗濯機）

メーカ

制御：情報処理、セ
ンサ、画面表示等

部品：半導体、モー
タ、インバータ等

材料：金属、化学等

デ
ザ
イ
ン

計
測
、
解
析
等

筐体：水流、構造等

調達

生
産
技
術
、
品
質
保
証
等

商品

消費者ニーズに基づく商品企画と価格戦略が決め手。技術はそれを実現する手段。
⇒発明者の貢献は事業成功の一部

アフターサービス

商品計画

仕様決定

設計

販売

広告
宣伝

発明が生まれやすい

発明は生まれにくい 潜在ニーズの掘り起こし
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特許ライセンス活動

特許権者／
ライセンサー

開発部門

研究部門

事業部門

競
合
他
社
／
ラ
イ
セ
ン
シ
ー

技
術
部
門

非
技
術
部
門

知財部門

法務部門

他社製品購入・調査

クレームチャート作成

特許侵害/有効議論

契約条件交渉

契約書作成財務部門

発明がなければライセンス料収入はないが、発明があるだけでは収入はない。
また、ライセンス料収入に至る前段に多数の発明のコスト負担・スクリーニングあり。
⇒発明者の貢献は収入の一部

発明の特許化 発明の特許化発明の特許化

ライセンス料回収

発明 発明 発明

有効特許の抽出

侵
害
訴
訟
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製品は複数の技術（発明）の集積
⇒売上あたりの発明数・発明者数が他業界より多く、 職務発明対応コストが特に重い

電気機器5社：パナソニック、ソニー、東芝、三菱電機、日立製作所（順不同）
自動車5社： トヨタ、日産、ホンダ、マツダ、スズキ（順不同）
化学工業5社：三菱化、住友化、信越化、三井化、東ソー(順不同）
医薬品5社： 武田、アステラス、第一三共、エーザイ、中外（順不同）
売上： 2011年度単独決算
公開数及び発明者数：2009-2011年度日本特許公開三ヵ年の平均値
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電機業界：他業界との比較
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運用上の課題

現象 課題・問題

開発拠点・形態
のグローバル化

国により法制が違い報奨も異なる
(不公平感？）
共同開発プロジェクトで発明者の
所属国等で報奨が異なるおそれ

生産拠点
のグローバル化

実施の有無・数量把握の困難さ

発明者の流動化
（海外出向、他社転職）

差額調整、退職後の支払

Ｍ＆Ａ 異なる報奨制度間の調整

制度運用コスト
の増大

Ｍ＆Ａ
の障害

法的リスク
の増大

自由な研究活動
を阻害


